
かごしまＳＤＧｓ推進パートナーの取組紹介

企業等名
株式会社図書館流通センター鹿児島

営業所
業種 サービス業
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・創業以来、図書館専門会社として図書館の発展に寄与することを目的に事業を実施
・図書館の活動にもっとも密接に関係するSDGsの目標は、目標16「平和と公平をすべて
の人に」と目標4「質の高い教育をみんなに」、目標17「パートナーシップで目標を達成しよ
う」であり、図書館活動の推進はSDGsの目標達成に重要な役割を果たすと考える

◆図書館の存在理由である「知る自由の保障」との関わり
　目標16 「平和と公正をすべての人に」
　ターゲット16.10　国内法規及び国際協定に従い、情報への公共アクセスを保持し、
　　　　　　　　　　　　基本的自由を保障する

◆図書館の設置目的 「市民の生涯学習を支え、平等な図書館利用を保障する」との関
わり
　目標4 「質の高い教育をみんなに」「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を
　　　　　確保し、生涯学習の機会を促進する」
　ターゲット4.7　すべての学習者が教育を通して持続可能な開発に必要な知識・スキルを
　　　　　　　　　　確実に習得できるようにする

◆図書館活動の推進 「市民・団体との連携」との関わり
　目標17 「パートナーシップで目標を達成しよう」
　ターゲット17.17　効果的な公的・官民・市民社会のパートナーシップを推進する
・日々の生活の中で持続可能な社会の実現に向けた行動の意識付けのため、SDGsにつ
いての社内研修を実施
・図書館現場におけるSDGs周知の取り組みを積極的に行うとともに、それらの活動を集
約し、共有することで取り組みの推進を図っている

● 弊社事業展開とSDGsの目標との関係

● 事業を支える基盤

現在の取組



・創業以来、図書館専門会社として図書館の発展に寄与することを目的に事業を実施
・図書館の活動にもっとも密接に関係するSDGsの目標は、目標16「平和と公平をすべて
の人に」と目標4「質の高い教育をみんなに」、目標17「パートナーシップで目標を達成しよ
う」であり、図書館活動の推進はSDGsの目標達成に重要な役割を果たすと考える

◆図書館の存在理由である「知る自由の保障」との関わり
　目標16 「平和と公正をすべての人に」
　ターゲット16.10　国内法規及び国際協定に従い、情報への公共アクセスを保持し、
　　　　　　　　　　　　基本的自由を保障する

◆図書館の設置目的 「市民の生涯学習を支え、平等な図書館利用を保障する」との関
わり
　目標4 「質の高い教育をみんなに」「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を
　　　　　確保し、生涯学習の機会を促進する」
　ターゲット4.7　すべての学習者が教育を通して持続可能な開発に必要な知識・スキルを
　　　　　　　　　　確実に習得できるようにする

◆図書館活動の推進 「市民・団体との連携」との関わり
　目標17 「パートナーシップで目標を達成しよう」
　ターゲット17.17　効果的な公的・官民・市民社会のパートナーシップを推進する
・日々の生活の中で持続可能な社会の実現に向けた行動の意識付けのため、SDGsにつ
いての社内研修を実施
・図書館現場におけるSDGs周知の取り組みを積極的に行うとともに、それらの活動を集
約し、共有することで取り組みの推進を図っている

● 弊社事業展開とSDGsの目標との関係

● 事業を支える基盤

今後の取組

・基幹業務である書誌データの作成、装備付き図書の納入システムは、目標16と目標4
が目指す「情報への公共アクセスを保持」し、「すべての人が包摂的かつ公正な教育」を

受けられるための基盤となるものである
・これまで図書館利用の促進のため、新たな技術への挑戦を続け、「ＩＣタグシステム」や
「電子図書館サービス」、司書の育成のための「ライブラリー・アカデミー」の開設など、自

社の取り組みの全てがSDGsの目標達成に寄与できると考える
・自社のスローガンである「今のあたりまえを見直し、未来のあたりまえをつくる」という姿
勢は、社会の仕組みに新しい価値の創造を促すSDGsの視点と重なるものであり、これか
らも全国の図書館の活動に寄り添いながら、SDGsの目標を視野に入れた新たな技術革

新に取り組んでいく
・上記について、九州支社で行われる会議で研修を実施するほか、SDGsパートナー登録

制度などの取り組みを行っている自治体では、積極的に参加する
・図書館運営においては引き続き、SDGs周知の取り組みを積極的に行う

現在の取組



関連するゴール
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